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要約 : 海に駆け行く者 +3*,はシングが最初に手がけた 農民劇 であり アラン島体験の直接の成果で
あると同時に アラン島を舞台とした彼の唯一の劇である 彼は劇の言語として島民の方言を用い 又彼の
心をんだ島民のいきいきとした言い回しをせりふに取り入れている さらに彼はプロットの中心に妖精信
仰を組み入れている 劇は人物描写 舞台セット 演劇言語等 現実を再現するリアリズムの手法で進行し
て行く しかし劇の筋書き プロットは馬に乗った妖精達が人間を海の下の妖精の国に連れて行くという民
衆の想像的世界に依拠している 自然と超自然が絡み合い 人と妖精が作用しあう民衆の物語的想像力の世
界に惹き付けられたシングはまた 島の葬儀の独特の儀式に人間的悲惨を超克するための理想的表現形式へ
の洞察を得た 彼は巧みに劇的山場を組み立てることによって 女主人公が すべての息子を飲み込んでし
まった海との生涯にわたっての闘いの人生を語ることによって 徐	に精神の平安を得てゆく様を描く
海に駆け行く者 は自然と人間の根源的関係 自然の中の死すべき人間の原型的闘いを描いている 女主
人公は海に囲まれた小さな島に生きる貧しい老女である しかし彼女は悲劇的体験を生き抜くことによって
女司祭の風格をもつ すべてを失い もう失う物が何もなくなった時 彼女は自我としての存在から解放さ
れ 偉大な敵であった海そのものの一部となり 彼女の魂は海と融合する シングは普通の女性の苦しみを
通して 悲劇的美の世界を創り上げた そのことによって彼は 自然の中のすべての生き物が威厳をもつこ
と そしてそれは愛の喜びと死の悲しみの激しい感情を生き抜くことから由来するということを示唆したの
である
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J.M. SYNGE+21++3*3は +232年から +3*+年にかけて
アラン島を訪問した そして Riders to the Sea 海に駆け
行く者+ +3*- は 彼がそこで見聞したことを題材に
その島を舞台として描かれた一幕劇である この劇のなか
には The Aran Islands アラン島, +3*1 で描写され
ている数	のエピソ
ド 島民が話す言葉や 心に留まっ
た人	の表現が織り込まれているそしてなによりも ア
ラン島 で彼が描写した墓地でのキ
ニングの場面水死
した家族の死を弔う 泣き唱の儀式に参列した時に
人	の泣き唱のうちに認めた 悲しみのエクスタシ
-を
もっと直接的に描こうとしたのがこの一幕劇である 四方
を海に囲まれ 風と波に打ちつけられる孤立した島で 平
素はたんたんと寡黙に生活を続けている人	が 死の非日
常に向き合う時に見せる運命の恐怖と孤立感 その激しい
情念を キ
ンというアイルランド古来の葬式の儀式であ
る泣き唱の形式にたくして解放し それによって彼等は自
らがおかれている 世界の果てに生きる孤独の運命を受容
するのだと彼は解釈したのであった そこに悲しみをエク
スタシ
に変容させる表現することの力を見たシングは
アラン島の老いた母親の悲しみの生涯を 最後の一日に凝
縮し 劇的に構成することによって 苛酷な自然と折り合
う人間の姿を より鮮烈に描いてみせた 海の圧倒的な力
と その前で どうにもあらがいようもなく弱い人間の対
比 そのような小さな存在が 悲しみの極致においてきら
めかせる生命の光を 悲劇的美の世界を構成することに
よって描きあげたのである
自然と分かち難く生きるアラン島民が 古代から続く泣
き唱の風習を保っていると同様 死に対処するための物語
的想像力 妖精信仰を保ち 自然と超自然とが融合する世
界を生きているとシングは見た そしてその妖精信仰をこ
の芝居の筋に組み込んでいる主人公モ
リアMauryaは
自分の二人の息子が 連れだって妖精の国へと馬に乗って
連れて行かれる幻を見 二人の死の確信が揺るぎないもの
となる そして その幻が現実のものとして実現し 終幕
へといたる というのがこの一幕劇の簡単な筋である 彼
は 妖精たちが馬に乗ってあの世とこの世を行き来すると
いう話を島民たちから聞いた シングの 農民劇 の登場
人物は 現実のアイルランドの辺境地域に生きる人間であ
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ると同時に 彼等の語る物語の人物でもあるのである こ
のことは この短い劇に 民話の枠組みを加えることにな
る 現代劇であると同時に 民話的でもあるという シン
グ作品の特徴である二層的構造が この最初の農民劇にお
いてみられるのである

この芝居は アラン島の老いた母モリアの悲嘆が最高
潮に達した時点から始る 彼女は息子マイケルが海でれ
死んだ知らせを受けてから 3日の間泣き暮らしている
その彼女にとって今 唯一の望みは まだ見つかっていな
い遺体を見つけ 丁重な葬式を挙げてその霊を弔うことで
ある そして毎日 浜に出てマイケルの遺体が流れつくの
を探しに出ている 悲しみに沈み 死者の世界に沈潜する
モリアにかかわりなく 生き残ったものたちは生きる糧
を求めて生活を続けなければならない シングは バト
レイや娘たちが生きる現実生活の時間の流れと モリア
が生きる 心理的 超時間的流れを撚りあわせつつ 音楽
の対位法の手法で劇を展開してゆく
最後に一人残った息子であるバトレイは 一家の柱と
して 自分の肩にかかった責任を一層強く引き受け 本島
で催される馬市に馬を出して現金を得るべく とり急ぎ準
備をする 本島と離島をつなぐ船の便は ,週間に一度ある
かないかと少なく 荒海にもかかわらず 今沖合いに停泊
している船を逃せば 収入を得る手段も乏しくなるのだ
彼はてきぱきと出発の準備をし 留守を守る二人の妹たち
になすべき仕事を指示して出て行く 一方 モリアは
バトレイが出て行くのを何としても止めようとする 何
日も死と向き合い 自分の運命を嘆き悲しんできた彼女に
は バトレイの死が現実のものとして見えるのだ 海へ
と出かける彼に 旅の安全を祈る言葉もかけず 神様 ど
うかお助けを あの子はもう帰ってこない 暗い夜がきた
ら私には息子が一人もいなくなってしまうと戸口で叫
ぶ そのような縁起でもない言葉を口走る母親を娘たちは
とがめ バトレイにもたせるのを忘れていた弁当を彼女
に渡して 神の御加護をと言う言葉を添えて彼に渡すよ
うに そうすれば不吉な言葉も消えてしまい 彼は安心し
て旅立つことができるからと言って母を外に出す
その間に娘二人は 若い神父がことづかってきた包みに
入っている ドネガルでれ死んだ男が身につけていた
シャツと下が マイケルのものであるかどうかを調べ
る 下の縫目の数を数え それがマイケルのものにまち
がいないと知り 泣き悲しんでいる時 モリアがものも
言わずに帰ってきて 呆然としたまま炉端に座り 死者へ
の弔いの泣き唱を唱い始める その手にはバトレイに渡
すはずのパンの包みがある とがめ質す娘たちに 彼女は
自分が見た恐ろしい幻影の話をする わしは死んだ男が
子供を腕に抱えているのを 花嫁ダラが見たとき以来 だ
れも見たことがないような恐ろしいもんを見たんだよ
わしは泉まで降りていったんだ そしてそこに立ってお
祈りをつぶやいていたのだよ するとそこにバトレイが
来た 赤い雌馬にまたがり 灰色の子馬を従えての ああ
なんちゅう恐ろしいことだ ノラよ わしはマイケルを
見たんだよ 姉娘のカスリンがなだめるようにゆっく
りと そんなはずはないのよ 母さん だってね 兄さん
の亡骸が遠い北の海で見つかってね 神様のお恵みでちゃ
んとしたお弔いをしてもらったのよ と言う言葉に 挑む
かのようにモリアは言う
わしは今日この日 あの子を見たんだ あの子は馬に
乗って駆けていったよ バトレイが赤馬に乗って先に来
た そんで 道中無事でありますようにって言おうと
したんだけども 喉に何かがつまって言葉が出てこないん
だよ あの子は早く通りすぎながら神の御加護がありま
すようにって言うた けどわしは何も言えんかった そ
れから灰色の子馬を見上げて 叫び声を上げてしまった
よ マイケルが乗っていたんだよ 立派な服を着て 足に
は新しいをはいていたよ
この言葉を聞いてカスリンは 絶望の叫び声をあげ
弔いのキニングをする バトレイや娘たちが生きる現
実生活の時間の流れと モリアが生きる 超自然的 心
理的時間の流れが これまで並行しながら進行してきたも
のが ここで交差するのである アラン島民の土着信仰に
おいてその幻影は 死者が生者を 死者の国へと連れてい
くということを意味するのである 若いノラはそれに対し
てカトリックの神父が言った言葉 全能の神は母さんか
ら息子を全部取り上げるようなことはなさらない と言っ
たことを信じようとする しかしモリアはきっぱりそれ
を否定する ああいうお人は海っていうもんがほとんど
わかってないんだ シングが アラン島	 で島民の精神風
景を描いて見せたように 彼女にとっては キリスト教よ
りも古代の自然宗教 妖精信仰の方が深く根付いているの
である バトレイの死を確信した彼女は 心に深くたた
みこんでいた痛ましい思い出 長い苦しみの人生を語り始
める
あの子等が死んだあとにゃわしも生きてはおれんつ
れあいがおった 舅もおった そしてこの家には六人の息
子がいたんだ 六人の立派な男たちだった あの子等がこ
の世に生まれてきたときはいつも難産で やっと出てきた
のに いまはもう みんなってしまった 遺体があがっ
た者やら 上がらなかった者 どっちにしても みんなお
らんようになってしまった ステファンとションは大風
に吹かれて海に落ち 行方知れずになった そのあとグレ
ゴリ海峡で見つかって 二人一緒に一つ板に乗せられ
て あの戸口から運ばれてきたの シマスとあれの父
親 そのまたおやじ様も 暗い夜に行方不明になってしも
うた 陽があがったときには あのひとらのもんは棒切れ
一つ 見つからなんだ その次がパッチだったの 小船が
転覆してれてしもうたんだ その時わしは ここでバ
トレイを抱いて腰掛けておったんだ 赤ん坊のあの子をこ
の膝にのっけての

そこへ女たちが二人 三人 四人と
入ってきて 十字を切って 一言もしゃべろうとしないん
だよ それから外を見たら 男たちがつぎつぎと歩いてき
た 半分に折った赤い帆に 何かを運んできた 塩水をし
たたらせて

乾いた日だったよ ノラ

そのしずくが
若松36
家の入口まで 痕をつけて続いておったよ
そう言って彼女は戸口のほうに向かって手を伸ばす す
ると彼女が語ったのと同じ情景が繰り広げられるのだ ド
アがそっと開き 年老いた女たちが敷居で十字を切って
入ってくる そして赤いマントをかぶり ステジの前で
身体を揺すりつつ泣き唱を詠唱し 弔の儀式をはじめる
モリアは 自分が語る回想の世界と 現実に展開する
シンとが 一瞬 区別がつかなくなる 語りと現実が交
錯し なかば夢をみているかように カスリンにむかっ
て尋ねる パッチなのかい マイケルなのかい
マイケルの遺品をみせて 彼の遺体は丁重な弔いを受け
たのだと伝える時 外では男たちが 水を点としたたら
せて バトレイを運んでくるのが見える バトレイは
どうしてれ死んだのか と問うカスリンに対して 女
たちの一人が 灰色の子馬が海のなかに彼をけり落とし
て それで彼は大波が打ちつける岩場へと流されてしまっ
た と答える モリアが泉のところでみた幻が 現実の
ものとなるのである 死者が生きているものを 死者たち
の国 妖精の国へと連れて行くという民間信仰が実現する
ことになるのである 海でれ死んだマイケルの亡霊が
モリアに残された最後の息子であるバトレイを道づれ
に 死者の国 海へと連れて行き 彼女にはただ一人の息
子もいなくなるのだ シングはこの劇のプロットの中心
に アラン島	 で記されている アイルランド古代の自然
崇拝と妖精信仰を据えているのである
マイケルの亡霊がバトレイと並んで馬にのって 海へ
と駆けて行く光景をみた時 島民はそれを実際に起こるこ
との予兆であると信じる そのような妖精信仰をプロット
の要として用いながらも きわめて写実的に登場人物の対
話が進行するのである そして 海に駆け行く者	 という
タイトルには多義的な意味がこめられているが 最も重要
な意味の一つは 彼がアラン島の語り部から聞いた 妖精
たちが馬に乗ってこの世とあの世を行き来するという伝承
である さらにモリアのすべての息子たちを飲み込んだ
海 は 彼等を取り囲む強大な自然の力であると同時に
妖精の支配する 死者たちの住む異界でもある
バトレイの遺体が板に乗せて運び込まれ テブルの
上に置かれると モリアはテブルの頭部へと歩み行
き そこにひざまずく 女たちがゆるやかに体を揺り動か
しながら 静かに弔の泣き唱を唱えている カスリンと
ノラはテブルの反対側にひざまづき 男たちも戸口の傍
にひざまづく マイケルが死んでからの 3日間のモリア
の悲しみと藤の苦しみは マイケルの幻がバトレイの
引く馬に乗って現われた時 最も深い恐れとして彼女を打
ちのめした しかし今 最後の息子の亡骸を前にした時
あきらめの潔さと ある安らぎが彼女を訪れるのだ モ
リアは頭を上げ 回りの人が目に入らないかのように話
す
みんな死んでしもうたこれでもう海がわしにできる
仕打ちは何もない

南から風が急に吹いてきて 東にも
西にも大波が騒いで その両方がぶつかり砕けて あれ狂
うほどのうなりが聞こえてもわしはもう夜通し起きて
泣いたり祈ったりすることはいらんようになった 万霊節
をすぎて 暗い夜が続く季節も ありがたいお水をいただ
きに降りて行くことも もういらん よその女たちが泣き
唱を唱えて祈っておっても わしはもう 海が荒れている
かどうか 気にやむことはなくなるよ
マイケルの衣類をバトレイの足元に掛け 聖水をバ
トレイの遺体に振りかけながら彼女は語りを続ける お
まえのために神様にお祈りを捧げなかったことはないんだ
よ バトレイ 暗い夜 祈って 祈って 自分の言うこ
とが何だかわからなくなるまで 祈ったよ だけど今 わ
しは大きな安らぎを感じるんだよ もう らくになってい
い時分なんだよ 本当に これからはゆっくりと 万霊節
のあとの夜長をぐっすりと眠れるようになるよ たとえ湿
気た小麦粉と腐りかけの魚しか食うもんがなくてものォ
生活を支えるため 海へ出かけていく家人や息子たちの
無事を祈りつつ暮らしてきたモリアの心労と悲しみの人
生が終わる モリアの アラン島の母としての人生の終
わり しかし それはカスリンやノラが 彼女のあとに
続くということを暗示するのだ いまは静かになった母親
を見て 年寄りは何にでも疲れやすくなるから と 年寄
り扱いをする娘たちも 間もなく結婚し 母となり 一家
の主婦となって 海に出て行く男たちの無事を祈り暮らす
日がくるのだ マイケルの衣類をバトレイの遺体のそば
に広げ 聖水をふりかけ 空になったコップをテブルの
上にうつ伏せにしたあと 両手をバトレイの足元におい
たまま 彼女は語りをしめくくる
これでみんな 一緒になった 終わりが来たんだ 神
様 バトレイの魂にお恵みをかけてくださいまし マイ
ケルの魂にも シマスとパッチの魂にも ステファンと
ションの魂にもお恵みを わたしの魂にも ノラにも
この世に生き残っている者たちすべての魂にお恵みを賜わ
りますように女たちの泣き唱が大きくなりそれから小
さく沈んでゆく中 モリアは続ける
マイケルは遠い北の海辺で 全能の神様のお恵みで立
派な葬式をしていただいた バトレイも白木の立派な棺
を作ってもろうて 深い墓に埋めてもらえる これ以上何
を望むことがあろうか いのちあるもので 永久に生きら
れるものはだれもおらんのだからの だから わしらも満
足しなくてはならぬの
アラン島の母として モリアの人生の悲しみが絶頂に
達した時 彼女はこの世のものを超えた世界と交信した
他の人には見えないものを見 バトレイの死の運命をあ
たかも予言によるかのように確信した そのため なんと
しても息子を海に出すことをやめさせようとする しか
し 彼は出て行き モリアの暗い予感が魂を凍りつかせ
るような亡霊となって現われた時 彼女は超自然的出来事
が伝える運命に逆らうことはできないことを 知る ので
ある そして耐え難い苦しみのなかから 苦しみを吐き出
すかのように彼女は語り始めた その言葉は 運命への怒
り息子たちを奪った海への恨みから始まっていた わし
はもう 生きてはおれん しかし 語ることを通して 悲
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しみの人生を振り返り 耐えつつ圧し殺してきた過去の悲
しみを 表現と想像の広やかな世界へと解き放つうちに
彼女の魂は浄化され運命との和解に到達するすなわち
語りの想像力とそのエクスタシの力によって 彼女の魂
は 個の生命に執着する現実のくびきから解放され 敵
対していた海が 敵対者であることをやめ 対立するもの
を融合させる神話的世界へと帰ってゆくのである

Edward A. KOPPER, Jr.は 海に駆け行く者の受容史に
ついてまとめた論文.において +3*.年 ,月の上演以来
2*年以上ものあいだ 評価と解釈をめぐって 多様な解釈
と論争が絶えなかったことを指摘し そのことは この作
品が見かけ以上に複雑な作品であることを示すと述べてい
る
海に駆け行く者 が当時の観客に抵抗なく受け入れら
れたと信じられてきたことは誤りであって あまりにも暗
く病的であり カトリック教徒の信仰を無視している と
いう否定的な見方が大半であったことを KOPPERは指摘す
る その一方でロンドン公演では傑作として認められ
YEATSがアイスキュロスを引き合いに出して賞賛したと
いうことをはじめとするギリシア悲劇との比較 およびそ
の賛否両論の批評を彼は要約する 悲劇と呼ぶには短すぎ
るとか アリストテレスの悲劇論に合致しない あるいは
actionがなく 主人公はあまりにも passiveであり hero
と言うより犠牲者であるとか または悲劇と言うより 儀
礼である エレジである 音楽的アリアである 等など
といった批評や また数多くくりひろげられてきたキリス
ト教の象徴と聖書 	黙示録
 その他 からの引用を用いて
の解釈と批評 さらに シングの アラン島 をはじめ
アイルランド古代からの異教の祭 	万霊節
 Samhainを
めぐる妖精信仰を典拠とする 民間信仰の象徴に基づく解
釈や 異教とキリスト教の折衷である St. Martinの祭を
援用しての解釈がそれに続くといった 海に駆け行く者
についての批評史 受容史がまとめられている しかしい
ずれの解釈においても 女主人公が最後の大詰めで到達す
る 	悲劇的慰め
 生命のすべてをけ尽くしたという あ
る種の充足感からくる悟りの境地を表現したこの作品の価
値を認めることには変わりはない
このような論争の歴史をもつ作品について KOPPERは
次のように書いて論文を締めくくる 	シングは彼の主人
公のうちに神のような性質と人間的性質の両方を見てい
た モリアは女司祭である 又息子や娘たちと言い争い
をする疲れ切った老女でもある しかしながら シングの
しばしば困惑させる二重のヴィジョン Synge’s often
perplexing dual vision にもかかわらず 批評家たちは
海に駆け行く者の非常に高い価値を認識してきた 中
略言い替えればこの作品は すべての古典作品と同じ
く その与える力の大きさにかけては それが受けてきた
評価をはるかに超えた力をもっているのである
/ .1
彼が 	批評家をしばしば困惑させる二重のヴィジョン

と呼ぶもの 例えば モリアは 娘たちや息子と口論す
る 疲れ果てた老女でありつつ 女司祭の風格をもつとい
うふうに描かれていることは シングの演劇にみられる根
本的な手法であると思われる それは彼の細部にまで写実
にこだわった態度と関連している シングが舞台装置の真
ぴょう性にひどくこだわり no fake about it といって
スタッフをてんてこ舞いさせたことは有名である 現実の
アラン島の貧しい農民をありのままに描くことにこだわっ
たシングの指示に従い この劇はきわめて写実的な舞台装
置のもと 登場人物とその会話が現実的な日常の場面であ
るかのように進行する その点で 主人公はただの 普通
の農婦なのである その普通の人間が 非日常的な人生の
ある場面において 女司祭の風格をもち 生命の威厳をき
らめかせる そのような劇的場面を構成することこそ 彼
の意図するところだからである 地域的 写実的でありつ
つ 人間の原型的 普遍的状況をつかみとるのである そ
してそのことによって 彼はすべての生命に存する価値と
光を描こうとしたのである
海に駆け行く者 は すべての文化 すべての生き物に
共通する原型としての体験 自然と人間の根源的な関係を
描いている 過酷な自然のなかで生存を続けることの真摯
な闘いの意味を描いているのであり 海と人間 生と死と
いった根源的な人間状況において そのシンボリズムがど
の文化にも共通する原型的なものであって不思議はないの
だ あの 	批評家を困惑させる二重のヴィジョン
 は シ
ングが 自然である人間と その人間が最も輝いた瞬間を
描いたのだと解釈することによって解決される 海に駆
け行く者 は 自然の一部である人間の 最も輝く瞬間を
とらえたものである その瞬間 人は人を超えたものにな
るのだ そしてその輝きを与えた力とは 主人公が闘う相
手である偉大なる海そのものなのである
海と主人公との関係について David R. CLARKも 	モ
リアの性格と彼女の闘いの力強さは 偉大な敵に抵抗し続
けた時間の長さによって量られるべきと思われる
0 /*
と書いている また Tragic Self-Referral in Riders to
the Sea1 	海に駆け行く者における悲劇的自己再帰

と題する論文で Tragic Self-Referral という概念を用
いて新しい解釈に挑戦している Daniel DAVYは 	劇の客
観的対象物の構造が 主体の内的原動力を同時に表現する
ように機能する
 ことを self-referralと呼び それが 海
に駆け行く者 の悲劇の構造を説明すると考える vision
を境にして 	自然としての海は 形而上的存在へと拡大
し モリアの意識も同じく 超自然的なものへと拡大
し
 自然と超自然 モリアと海 futility と rever-
ence 生と死 過去と現在といった対立するものの合一
融合が生まれる またその 	変容された意識状態
 対立す
るものの融合の感覚はこの劇全体を通して見られると主張
する そしてギリシア悲劇も 海に駆け行く者 も 究極
の蒸留液 エッセンスは同じであって 両作品とも 	自然
でありつつ超越的な経験に立ち合うという不思議な感覚

を生み出すとしている
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別の言い方をすれば この作品は モリアとその家族
を通して 偉大なる海そのものを描いたとも言えるのであ
る 例えば Una Ellis-FERMORは 谷間の陰で In the
Shadow of the Glenと 海に駆け行く者 においては 
自然が主人公であり 登場人物の行動や気分や運命を左
右するほど 人物の精神に染みついている	 と述べ 海に
駆け行く者 について 自然である海が主人公であり 不
可避的に勝利する主役である 劇の真のテマは海であ
り 人物はその反応によって自然の姿を明らかにするため
にのみ存在しているかのようなのだ まるで 自然の目に
見えない力を表現するために 画家が色彩や線によって草
や木や雲を描くように	2
 +03
 と述べている
人物を描くことが そのまま自然を描くことにつなが
る このようなシングの自然観について 私は論文 シン
グの アラン島 ヴィジョンと演劇的想像力を中心に	3

と 彼のその他のNature WRITINGの作品について論じた
論文+*
において詳述した 主体としての人間と客体として
の自然との融合の感覚こそ シングがアラン島民の内に見
ようとしたものである 人の魂と自然の魂は同じ組成か
らなっている	 と感じ この島の女たちは 自分の生活環
境を自らのうちにたくし込んでいて その青灰色の目の表
情のうちに 海と空のシンフォニのすべてを要約してい
るかのようだ	 と見るまなざしが 彼の劇作品を貫いてい
るのである
自然の一部である人間の 生命が最も輝く瞬間	 それ
は F.R. LEAVISが 悲劇的体験に伴う高揚する生命の感
覚	 the sense of heightened life that goes with the
tragic experience
++
と呼ぶものであり生あるものが直
面する悲劇的場面において体験される その時 ひとは個
としての存在のくびきを一瞬はなれ 人間性そのもの 情
熱そのものとなるのだ この時 対立するものを隔てる壁
は取り外され 主体と客体は融合し モリアはあたかも
海の使いのように 永年体に刻み込んできた海の永劫のリ
ズムを弔い唄として唱えながら 死者を永遠の海の世界へ
と送る
モリアとその家族を媒介としての海のドラマが終
り 波の音が静かに繰り返される Ann SADDLEMYERは
Synge’ Soundscape+,
と題する論文で 海に駆け行く
者 の音楽的形式について指摘し 海	 が作品全体のライ
トモティフとして 容赦ない波のリズムを常に刻んでい
ること そしてそのようなゆるやかな自然のリズムが ノ
ラの慌ただしい登場とともに破られ テンポが速くなった
りゆるやかになったりしつつ 最後のキニングの場面へ
と至って 音楽的カタルシスを達成すると述べている そ
して息をひそめるような静けさで始まった劇は 女たちの
泣き唱のコラスが高く低く響く中 静寂のうちに終ると
して 彼女はシング劇の 静寂の枠組み	 framework of
silence に言及している
私にはこの 静寂の枠組み	 は 無限に繰り返される自
然の生命の 生と愛と死のドラマの一つを切り取って提示
するために不可欠の枠組みのように思われる 静かに流れ
る永遠の自然の時があり すべての命あるものに訪れる喜
びと悲しみの時がある そしてそのきらめきの中にこそ神
秘があり 価値がある 静寂は永劫に繰り返されるドラマ
を 息をひそめて待つ期待に満ちた時間であり 個の生
命がそこから生まれ そこに帰って行く永遠の時間なの
だ 静寂は 無数のドラマの予感である 王でも支配者で
もない 普通の人間の悲劇が 高められた生命の感覚	 を
ともなって実現するのを 待ち 見守り 受け入れる 大
いなる自然そのものなのである

+
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J.M. Synge’s Dramatic Methods and
His Vision of Nature in Riders to the Sea
By
Michiko WAKAMATSU*
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Summary : Riders to the Sea (+3*,), Synge’s ﬁrst peasant drama, proceeds in the manner of realism, yet
its story and plot are based on the folk imagination that fairy riders come to take humans to their
country under the sea. Riders to the Sea deals with the fundamental relations of man and nature, an
archetypical struggle of the mortal living in nature. The heroine is a poor old woman who lost all of
her six sons devoured by the sea, but through her life-long tragic experiences she attains the stature
of priestess. When she ﬁnds herself with nothing to lose any more, she frees herself from being as the
ego to become a part of the sea herself ; her mind unites with her great opponent, the sea, ﬁnally.
SYNGE created a world of tragic beauty through ordinary woman’s su#ering, and in so doing he
suggested that every life in nature has moments of dignity that stem from intense feelings of love and
death.
Key Words : Irish Drama, J.M. Synge, Riders to the Sea, Nature, Tragedy
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